7 注意欠陥/多動性障害(ADHD)のモデル動物の作成(X.共用利用研究 2.研究成果) by 新橋, 新太郎
Title7 注意欠陥/多動性障害(ADHD)のモデル動物の作成(X.共用利用研究 2.研究成果)
Author(s)新橋, 新太郎































































































































































矢野航 (京都大 ･理 ･自然人類)
対応者 :茂原信生
其猿亜目の系統において,狭界磁下目が摂待した
骨性外耳道の機能形態を,広舟狼下目との比較によっ
て調査した.まず,自然人類学研究蛮所蔵の骨格標本
を用いて,ノギスおよび3D･デジタイザーによって骨性
外耳道が露出している頭蓋底表面を,CTLスキャナーに
よって,頭蓋内部を計測し,外耳道及び,外耳道周辺
の器官の形状とサイズ,位置関係を計測した.次に,
霊長類研究所所蔵の骨格標本を用いて,同様の観察,
計測を行った.これに加え,同研究所所蔵の液泣標本
を解剖し,外耳道付近の筋,血管,腺などの軟組紙の
計測,記録を行った.その結果,六･校正目の 2下目の
問では,骨性外耳道の有無のみでなく,周辺の筋,靭
秤,腺,頭韮形状に両者の違いがあることが示唆され
た.またそれらの違いは特に,第一咽頭弓由来の器官,
下顎関節付近の器官に多かった.
本研究の成果は,平成 18年度提出する京都大学理
学研究科修士論文にまとめる予定である.下顎および
聴覚器官の形態は晴乳類の進化で,劇的に変化し,そ
の結果変異が大きい領域である.また,発生過程にお
いても,神経堤の分節構造や,咽頭弓の発生における
様々な変化を受ける複雑な場所であることが分かって
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